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本
書
は
、
戦
時
と
い
う
非
日
常
的
な
状
況
下
で
の
中
国
の
民
衆
の
生
活
と

そ
の
心
性
を
解
明
す
る
目
的
か
ら
、
日
本
軍
の
攻
撃
、
食
料
問
題
、
動
員
の

た
め
の
社
会
改
革
に
民
衆
が
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
た
か
を
検
討
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
日
中
戦
争
と
は
中
国
の
民
衆
に
と
っ
て
何
で
あ
っ
た
の
か

の
究
明
を
試
み
た
も
の
で
あ
る
。
日
中
戦
争
時
期
の
民
衆
の
実
相
と
心
性
に

迫
る
方
法
と
し
て
、
家
族
・
宗
族
・
秘
密
結
社
等
の
社
会
集
団
、
エ
ス
ニ
シ

テ
ィ
ー
、
民
俗
、
宗
教
、
民
衆
文
化
、
儀
礼
、
人
口
移
動
等
の
多
様
な
視
角

か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
が
、
本
書
で
は
食
料
、
民
衆
動
員
及
び
そ
れ
に

伴
う
社
会
改
革
の
問
題
を
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
や
民
衆
の
心
性
と
関
連
さ
せ
て
、

二
部
構
成
で
検
討
し
て
い
る
。
 

 
第
一
部
「
飢
え
と
の
戦
い
」
で
は
、
日
中
戦
争
時
期
の
中
国
に
お
け
る
民

衆
の
食
料
を
巡
る
状
況
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
抗
日
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
を
含
む
彼
ら
の
心
性
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
と
い
う
問
題

を
検
討
す
る
。
各
章
で
、
戦
場
に
隣
接
し
た
地
域
（
浙
江
・
河
南
）、

日
本
・
汪

精
衛
政
権
支
配
地
域
（
上
海
）、

国
民
政
府
統
治
区
（
重
慶
・
成
都
）、

共
産
党
根

拠
地
（
晋
察
冀
辺
区
・
晋
冀
魯
豫
辺
区
）
を
取
り
上
げ
、
国
民
政
府
、
共
産
党
、

日
本
・
汪
精
衛
政
権
が
民
衆
へ
の
食
料
供
給
に
関
す
る
問
題
に
ど
の
よ
う
に

対
処
し
た
か
を
具
体
的
に
分
析
す
る
。
戦
時
下
で
は
民
衆
に
と
っ
て
戦
火
か

ら
生
命
を
守
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
衣
食
住
の
確
保
や
そ
の
不
足

が
彼
ら
の
心
性
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。特

に
食
料
が
最
も
重
要
で
あ
り
、

彼
ら
の
戦
争
に
対
す
る
態
度
も
こ
れ
に
よ
っ
て
左
右
さ
れ
る
た
め
、
政
治
指

導
者
に
と
っ
て
彼
ら
へ
の
食
料
の
安
定
的
供
給
が
社
会
の
安
定
と
抗
戦
の
維

持
の
た
め
に
決
定
的
な
意
味
を
持
っ
た
。
食
料
を
巡
る
問
題
こ
そ
が
、
戦
時

下
の
民
衆
が
置
か
れ
た
状
況
と
そ
の
心
性
の
理
解
及
び
統
治
者
と
被
統
治
者

の
関
係
を
解
明
す
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
 

 
第
二
部
「
ナ
シ
ョ
リ
ズ
ム
と
社
会
改
革
」
で
は
、
抗
日
根
拠
地
に
お
い
て

民
衆
は
日
本
軍
の
苛
烈
な
侵
略
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
行
動
し
た
の
か
、

共
産
党
が
実
施
し
た
動
員
と
社
会
改
革
に
い
か
に
向
き
合
っ
た
か
、
彼
ら
に

と
っ
て
両
者
の
相
互
関
係
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

各
章
で
、
日
本
軍
に
よ
る
掃
蕩
・
治
安
作
戦
が
最
も
過
酷
で
あ
り
、
共
産
党

が
動
員
の
た
め
の
社
会
改
革
を
強
力
に
推
進
し
、
民
衆
の
心
性
、
日
本
軍
及

び
共
産
党
・
八
路
軍
に
対
す
る
反
応
や
共
産
党
の
民
衆
動
員
と
社
会
改
革
を

検
討
す
る
上
で
恰
好
な
場
で
あ
っ
た
太
行
抗
日
根
拠
地
を
取
り
上
げ
、
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
社
会
改
革
に
関
連
す
る
彼
ら
の
心
性
と
行
動
を
多
角
的
な
視

点
か
ら
具
体
的
に
検
証
す
る
。
こ
こ
で
は
、
共
産
党
の
県
級
以
上
の
幹
部
が

記
し
た
文
献
を
編
集
し
た
資
料
を
丹
念
に
読
み
込
み
、
共
産
党
の
階
級
感
や

抗
日
論
・
革
命
論
か
ら
見
た
現
地
の
民
衆
の
姿
を
詳
細
に
描
き
出
し
て
い
る
。 
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本
書
で
は
、「

八
年
も
の
過
酷
な
戦
争
下
に
あ
っ
た
中
国
の
民
衆
は
必
ず
 

し
も
『
一
致
団
結
』
と
い
え
る
状
態
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
実
際
の
状
 

況
は
き
わ
め
て
複
雑
で
あ
っ
た
」
様
子
を
明
ら
か
に
し
、
更
に
日
本
軍
の
侵
 

攻
、
食
料
問
題
、
民
衆
動
員
や
共
産
党
の
社
会
改
革
等
に
対
す
る
反
応
が
決
 

し
て
一
様
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
彼
ら
の
複
雑
な
心
性
を
具
体
的
に
解
明
し
 

た
。
そ
し
て
、
日
中
戦
争
時
期
の
政
治
権
力
と
社
会
の
関
係
を
民
衆
の
心
性
 

か
ら
生
き
生
き
と
描
き
だ
し
て
い
る
点
が
本
書
の
魅
力
を
一
層
引
き
立
て
て
 

い
る
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
矢
久
保
典
良
）
 

  


